平成２６年度マリンバイオ共同推進機構（JAMBIO）

共同利用・共同研究の募集について
　マリンバイオ共同推進機構（JAMBIO）では、拠点機関（筑波大学下田臨海実験センターおよび東京大学海洋基礎生物学研究推進センター）を利用して行なう共同利用・共同研究プロジェクト（公募型）を募集します。特に以下の項目に関して国公私立大学、研究所、ならびにこれらの臨海臨湖施設に所属する複数の研究者が行なう共同研究、研究会の開催、学術成果普及事業を募集します。また、独立行政法人や民間企業からのプロジェクトも歓迎します。
共同実施項目
①海洋生物学・陸水生物学の分野で優先して行なう必要のある共同研究
②生物発掘など新たなリード研究に繋がる共同研究およびボトムアップ研究
③広く生物学など基礎科学一般に波及する研究
④研究成果の社会への発信、および次世代人材の育成に関するプロジェクト
⑤拠点を利用した海洋生物学・陸水生物学に関する研究集会
　共同利用・共同研究に採択された場合には、利用に係る旅費を申請に基づき決定した予算の範囲内において、拠点が負担致します。施設利用料、機器使用料など拠点利用に係る経費につきましては、利用者に負担して頂きます。なお、本公募以外の利用に関しましても、公募外利用としてこれまで通り受け付けます。
（１）提出書類
申請書（様式１、電子ファイル）

　申請者は、事前に共同利用・共同研究 実施場所の対応教員と十分な打合せを行った上、提出期限までにご応募下さい。
　なお本年度より、研究課題テーマに応じて「JAMBIO拠点戦略プロジェクト」と「JAMBIO重点課題研究」を公募された課題の中から選定し、支援を進めることとなりました。これらの課題につきましては採択の際に別途、研究代表者にご相談致します。

（２）提出期限
平成２６年２月１４日（金）

（３）提出先および問い合わせ先
筑波大学下田臨海実験センター内　
マリンバイオ共同推進機構（JAMBIO）事務局
E-mail: jambio@kurofune.shimoda.tsukuba.ac.jp
（件名を「H26公募利用申請」として下さい）

（４）報告書の提出
　研究代表者は、平成２７年３月３１日までに報告書（様式２、電子ファイル）を提出してください。共同研究の成果を学術論文として報告した場合にはその電子ファイル１部を提出してください。また、論文中にJAMBIOを利用した共同研究であることを明記してください。
This work was carried out in part as a joint-research in Japanese Association for Marine Biology (JAMBIO). 

（５）参考
施設所属の教員の研究内容および共同利用・共同研究に供することのできる施設・設備（ホームページURL）
筑波大学下田臨海実験センター　（URL: : http://www.shimoda.tsukuba.ac.jp/）
	教員
	研究内容
	e-mail

	教　授　稲葉一男
	鞭毛繊毛の構造と機能、精子の構造と機能、受精と環境、分子モーターダイニンの構造と機能、海産生物のプロテオーム解析、タンパク質の分離精製
	inaba

	教　授　齊藤康典
	群体ボヤの系統分類、発生、カイメン類の発生、海産生物の自己非自己認識機構
	saito

	准教授　笹倉靖徳
	ホヤ初期発生、後期発生の機構、ホヤを中心とした海産生物トランスジェニック技術、分子遺伝学、ホヤ純系の作製技術
	sasakura

	准教授　谷口俊介
	ウニ初期発生、ウニ体軸形成の分子機構、ウニ神経系の分化およびネットワーク形成機構
	yag

	助　教　柴　小菊
	鞭毛繊毛の運動機構の生理学、細胞におけるカルシウムイメージング、運動の高速ビデオによる解析
	kogiku

	助　教　中野裕昭
	珍渦虫、センモウヒラムシ等海産無脊椎動物の発生、進化系統学
	h.nakano

	助　教　和田茂樹
	沿岸生態系と海洋炭素循環、地球環境、藻類による有機物生産
	swadasbm

	助　教　堀江健生　
	高速共焦点顕微鏡を用いたライブイメージング、光遺伝学的手法を用いた神経生理学、ホヤの神経系の発生とニューロンの分化機構
	horie

	助　教　今　孝悦
	沿岸域の底生動物群集の形成・維持機構、食物網構造
	kon

	助　教　シルバン　

　　アゴスティーニ
	サンゴの物質代謝と生態、海洋生物群の環境・ストレス適応
	agostini.sylvain


メールアドレスは各アカウントの後に @kurofune.shimoda.tsukuba.ac.jpを付けて下さい。
【施設・設備】
研究棟３棟、宿泊棟、実習棟、潜水設備、研究船３隻。
質量分析計、DNAシーケンサー、PCR装置（定量PCR含む）、遺伝子導入装置、オートクレーブ、乾熱滅菌器、マイクロプレートリーダー、電気泳動装置、化学発光ゲル撮影装置、蛍光ゲルイメジャー、各種遠心機、各種光学顕鏡、共焦点レーザー顕微鏡、電子顕微鏡（TEM, SEM）、軟エックス線撮影装置、電子顕微鏡・光学顕微鏡用切片作製装置、カルシウムイメージング装置、CCDカメラ、高速ビデオカメラ、HPLC、凍結乾燥機、ロータリエバポレータ、分光光度計、蛍光分光計、インキュベータ、超低温槽、CTDセンサー、GC、マッフルなどの研究機器。
海産生物飼育施設、恒温循環水槽、低温室、組換えDNA実験室（P1, P2）、実験動物飼育室（マウス）、トランスジェニックホヤ維持施設、セミナー室、会議室、図書室。

東京大学海洋基礎生物学研究推進センター　(URL:: http://www.cmb.u-tokyo.ac.jp/)
	教員
	研究内容
	e-mail

	教　授　　岡　良隆

（兼任）
	環境変化に適応する生体情報系の生物学的機構、ペプチドニューロンの神経生物学、生殖神経内分泌系の分子・細胞生理学的機構
	okay@biol.s.u-tokyo.ac.jp

	教　授　  赤坂甲治
	棘皮動物のボディープランの進化とゲノム構造、生体防御・体液凝固システム、血管内皮細胞・グリア細胞の形態形成にかかわる新規細胞外マトリクスの作用機構、クロマチンの境界インスレーターの作用機構
	kojiaka

	特任教授　窪川かおる
	ナメクジウオを材料とした脊椎動物への進化に関する研究、ナメクジウオ神経索の詳細構造，性ステロイドの生殖調節機構、神経内分泌系の進化機構，甲状腺原基の元素動態
	kubokawa

	准教授　近藤真理子
	棘皮動物の強い再生能力を活用した再生機構、再生の進化機構
	konmari

	准教授　吉田　学
	受精における分子機構の共通性と種特異性、精子機能調節に関するシグナル伝達機構、精子走化性の進化機構
	yoshida

	助　教　　黒川大輔
	頭部構造の進化をもたらす分子機構
	kuro

	特任助教　大森紹仁
	ウミユリ類を用いた体軸や神経系の形成に関わる因子の解析
	omori


メールアドレスは岡良隆教授を除き、各アカウントの後に @mmbs.s.u-tokyo.ac.jpを付けて下さい。

【施設・設備】
研究棟２棟、宿泊棟、水族・標本室、潜水設備、研究船臨海丸 （17t、定員25名、６mmワイヤー付きウィンチ、Ａフレーム、高性能魚探、バウスラスター等を備える）、船外機付き小型和船2隻、木造和船（櫓櫂船）１隻、

DNAシーケンサー、遺伝子導入装置、凍結切片作成装置、化学発光ゲル撮影装置、軟エックス線撮影装置、PCR装置（定量PCR含む）、電気泳動装置、超遠心機、冷却遠心機、遠心濃縮機、HPLC、蛍光顕微鏡、ノマルスキー式微分干渉顕微鏡、実習用顕微鏡（40台）、実体顕微鏡（20台）、細胞内イメージング装置、高速度精子運動解析装置、蛍光分光光度計、分光光度計、CO2インキュベータ、インキュベータ、ロータリエバポレータ、クラスII安全キャビネット、クリーンベンチ、ドラフト、ミクロトーム、超低温槽、冷蔵庫等、超低温槽などの研究機器。

海産生物飼育施設（屋内、筏）、恒温循環水槽、低温室、恒温室（20℃）、放射性同位元素実験室、組換えDNA実験室(P1、P2)、P1A実験動物飼育室（マウス、ホヤ、小型魚類）、実習室（大（40名）、小（20名））、共同利用研究者実験室（2室）、共同利用研究者研究室（10室）、セミナー室、会議室、図書室、資料室、宿泊室（14室）、食堂、浴室、シャワー室。

	整理番号
	


２０１４年度マリンバイオ共同推進機構（ＪＡＭＢＩＯ）
公募型「共同利用・共同研究」申込書

年　　月　　日

ＪＡＭＢＩＯ機構長　殿

代表者所属機関　　

職　　名　　

氏　　名　　

電話・ＦＡＸ　　
メールアドレス　　
下記によりＪＡＭＢＩＯ公募型「共同利用・共同研究」に申し込みます。

記

１．研究課題名
	研究課題名
（英名課題名も記入して下さい）
	（和）

	
	（英）

	新規・継続の別
（○を付して下さい）
	
	新 規
	
	継 続（　　年度から）

	共同実施項目

（①~⑤に○を付して下さい。複数可）
	
	①海洋生物学・陸水生物学の分野で優先して行なう必要のある共同研究

	
	
	②生物発掘など新たなリード研究に繋がる共同研究およびボトムアップ研究

	
	
	③広く生物学など基礎科学一般に波及する研究

	
	
	④研究成果の社会への発信、および次世代人材の育成に関するプロジェクト

	
	
	⑤拠点を利用した海洋生物学・陸水生物学に関する研究集会

	共同実施場所
（実施場所に○を付して下さい。）
	
	筑波大学下田臨海実験センター　　　　
	
	東京大学海洋基礎生物学研究推進センター

	対応教員
	

	共同実施期間（複数回利用の場合はすべて記入）
	○月○日~○月○日 など具体的な日にち もしくは　10月と1月に2泊3日ずつを予定　など詳しく記入をお願いします。




２．共同利用・共同研究（予定）者　（共同研究者全体を記入して下さい。）
	氏名（ﾌﾘｶﾞﾅ）
	研究機関・所属・職
	メールアドレス
	過去の利用の有無

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	



３．来所計画
	氏名
	職名
	利用期間
	出発駅

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


４．共同利用・共同研究の内容（できるだけ具体的かつ簡潔に記入して下さい。）
	①共同利用・共同研究の目的及び期待される研究成果

（継続課題の場合には進捗状況も記入して下さい。）
②共同利用・共同研究の計画・方法

（研究目的を達成するための計画、方法、及び機構において共同研究を実施する必要性等。）

③その他付記する事項（共同研究に当たっての希望など。）

　



	遺伝子組換え実験
	　有　・　無
	外部資金による旅費負担の可能性
	　有　・　無


５．研究代表者・共同研究者の主な研究業績
（過去５年以内に発表された本研究課題に関連する重要なものを記入して下さい。）
	発表論文名・発表先・発表年等

	


	整理番号
	


記入例
２０１４年度マリンバイオ共同推進機構（ＪＡＭＢＩＯ）
公募型「共同利用・共同研究」申込書

2014年　1月　30日

ＪＡＭＢＩＯ機構長　殿

代表者所属機関　　下田海洋大学三崎研究科

職　　名　　教授

氏　　名　　下田みさき
電話・ＦＡＸ　　0558-xx-4126・0558-xx-1717

メールアドレス　　shimoda@misaki.ac.jp

下記によりＪＡＭＢＩＯ公募型「共同利用・共同研究」に申し込みます。

記

１．研究課題名
	研究課題名（英名課題名も記入して下さい）
	（和）下田港周辺のミサキギボシムシに関する進化発生学的研究

	
	（英）Evo-Devo research on Balanoglossus misakiensis corrected around Shimoda Bay

	新規・継続の別
（○を付して下さい）
	
	新 規
	○
	継 続（　23年度から）

	共同実施項目

（①~⑤に○を付して下さい。複数可）
	○
	①海洋生物学・陸水生物学の分野で優先して行なう必要のある共同研究

	
	
	②生物発掘など新たなリード研究に繋がる共同研究、およびボトムアップ研究

	
	
	③広く生物学など基礎科学一般に波及する研究

	
	
	④研究成果の社会への発信、および次世代人材の育成に関するプロジェクト

	
	
	⑤拠点を利用した海洋生物学・陸水生物学に関する研究集会

	共同実施場所
（○を付して下さい）
	○
	筑波大学下田臨海実験センター　　　　
	
	東京大学海洋基礎生物学研究推進センター

	対応教員
	稲葉一男

	共同実施期間（複数回利用の場合はすべて記入）
	○月○日~○月○日 など具体的な日にち もしくは　10月と1月に2泊3日ずつを予定　など詳しく記入をお願いします。

８月２２～２６日、１月２～５日




２．共同利用・共同研究（予定）者　（共同研究者全体を記入して下さい。）
	氏名（ﾌﾘｶﾞﾅ）
	研究機関・所属・職
	メールアドレス
	過去の利用の有無

	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(シモダミサキ),下田みさき)
	下田海洋大学三崎研究科・教授
	shimoda@misaki.ac.jp
	有

	 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ミウライヅオ),三浦伊豆男)
	東京大学理学系研究科・大学院生
	izuo@shimoda.ac.jp
	無

	
	
	
	

	
	
	
	


３．来所計画
	氏名
	職名
	利用期間
	出発駅

	下田みさき
	教授
	8月22日～26日
	東京駅

	三浦伊豆男
	大学院生
	8月22日～26日、1月2日～5日
	東京駅

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


４．共同利用・共同研究の内容（できるだけ具体的かつ簡潔に記入して下さい。）
	①共同利用・共同研究の目的及び期待される研究成果

（継続課題の場合には進捗状況も記入して下さい。）
　（例）ミサキギボシムシは半索動物に属し、新口動物の進化を探る上で重要である。本研究では、○○○○○○○○○○○のために、○○○○センターを利用して（○○○助教との共同研究）○○○○を解明することを目的として行う。本研究により、○○○○○○○○ことが期待される。

②共同利用・共同研究の計画・方法

（研究目的を達成するための計画、方法、及び機構において共同研究を実施する必要性等。）

　（例）下田港において潜水によりミサキギボシムシを採集し、採卵、採精後に媒精させ、発生を観察する。○○助教の協力のもと、xxプローブによるin situ ハイブリダイゼーションにより、xxx遺伝子の発現を調べる。結果は、○○○○の結果と比較し、進化発生学的に考察する。採集、飼育おより、xxによる解析のためには○○○○センターによる共同研究が不可欠である。

③その他付記する事項（共同研究に当たっての希望など。）

　シュノーケリングによる現地調査および採集を希望します。



	遺伝子組換え実験
	　有　・　無
	外部資金による旅費負担の可能性
	　有　・　無


５．研究代表者・共同研究者の主な研究業績
（過去５年以内に発表された本研究課題に関連する重要なものを記入して下さい。）
	発表論文名・発表先・発表年等

	1. Shimoda M and Miura I. (2013) Function of BMP pathway in the development of the hemichordate Balanoglossus misakiensis. J Evol Res. 234: 1234-1256.

2. Shimoda M and Miura I. (2012) ABC protein propels metamorphosis of the hemichordate Balanoglossus misakiensis. J Hemi Commun. 234: 1234-1256.
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